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平成２８年千葉市教育委員会会議第２回臨時会会議録 
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出席職員 教 育 次 長 森  雅彦  指 導 課 長 福本  順 

  教 育 総 務 部 長 矢澤 正浩  総 務 課 総 括 主 幹 山田 利雄 

学 校 教 育 部 長 伊藤 裕志  指導課統括管理主事 中嶋のり子 

千 葉 高 等 学 校 長 川崎 浩祐    指導課主任指導主事 三橋 通応 

稲 毛 高 等 学 校 長 植草 茂生  指導課主任指導主事 木村 辰治 

      総 務 課 長 國方 俊治    指 導 課 指 導 主 事 峰  成治 

学 事 課 長 大井  力  指 導 課 指 導 主 事 小谷 泰也 

 

書  記 総 務 課 長 補 佐 三田日出美  総 務 課 主 事 坪山 耕太 

          総 務 課 主 任 主 事 佐久間暁子  総 務 課 主 事 鈴木 理沙 

      



 

１ 開会 

中野委員長より開会を宣言 

２ 会議の成立 

過半数委員の出席により会議成立 

３ 会議録署名人の指名 

中野委員長より小西委員を指名 

４ 会期の決定 

平成２８年８月１日（１日間）ということで全委員異議なく決定 

５ 議事日程の決定 

議事日程を全委員異議なく決定 

６ 議事の概要 

(1)議決事項 

  議案第２６号 平成２９年度使用千葉市立千葉高等学校用教科用図書の採択に

ついて 

   千葉高等学校長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どおり可

決した。 

  議案第２７号 平成２９年度使用千葉市立稲毛高等学校用教科用図書の採択に

ついて 

   稲毛高等学校長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案どおり可

決した。 

  議案第２８号 平成２９年度使用学校教育法附則第９条の規定による教科用 

図書の採択について 

教育次長及び指導課長より説明があった後、審議。全委員異議なく、原案

どおり可決した。 

 

 (2)発言の要旨 

議案第２６号 平成２９年度使用千葉市立千葉高等学校用教科用図書の採択について 

  中野委員長 千葉高等学校校長、説明をお願いいたします。 

         本の数も多いので、去年と違った点などを中心に、わかりやす

く言っていただければと思います。 

  川崎千葉高等学校長 千葉高校の川崎でございます。よろしくお願いいたします。 

         まず、教科書選定に当たりましては本校、稲毛高校も一緒でご

ざいますが、千葉市立高校でございますので、千葉市の採択方針

に基づきまして、本校の教育目標を具現化できる教科書であるこ



 

と、それから２点目といたしまして、本校の教育課程の特色や生

徒の実態など、学校の実情に適した教科書であること、以上の２

点を選定に当たっての基本的な考えとしております。 

         それらを踏まえまして、校内におきまして、教科書選定委員会

を組織し、選定方針、選定計画を策定するとともに、使用教科書

ごとに選定の理由を明確にすることで、透明性、信頼性を確保し

て、慎重に選定を進めてまいりました。         

         最初に本校における選定方針について、ご説明を申し上げます。 

         １として、本校生徒の実態と今後の課題について、記載をして

おります。本校では、ほぼ全員が４年制大学への進学希望であり、

特に国公立大学の進学希望者を多く抱えております。そこで、第

１志望の現役合格の実現に向けた学力の向上は、本校の大きな課

題として捉えております。また、学校行事や部活動には積極的に

取り組み、真面目な生活態度であるものの、一方で自学自習習慣

の確立が不十分な面もまだございます。 

        ２としてＳＳＨ研究指定校としての発展を目指すため、数学・理

科・情報等の専門性の高い授業、国際性を育むコミュニケーショ

ン能力の向上も求められているということでございます。 

         これらのことから、本校に求められる教科用図書の特色を挙げ

させていただきました。特色としては、生徒の進路志望の実現に

対応したレベルであること、発展的な内容まで広く扱い、生徒の

興味関心を高める表記があることなどを備えていることが必要で

あると考えております。その上で具体的な選定基準として、基礎

基本の着実な定着が図れるよう、わかりやすい構成になっている

こと、図表や資料等、よい教材が挿入されており、適切な表現を

用いられていること、表記や記号等が統一され、適切な設問など

や研究問題が配置されていること、また、科目の継続性のあるも

のは、原則、同一教科書会社の出版物を選定すること、加えまし

て、理数科の教科、理数については、学習の幅を広げるための工

夫や重要な科学用語の英語表記があること、高校と大学との連携

を意識した内容が取り入れられていること、実験操作が図解され

ており、探究活動について工夫した扱いになっていること、以上

を選定理由とし、教科書を選定しているところでございます。 

         次に、選定計画でございます。本校では、４月５日に管理職、

教務主任、教科主任など、合計１３人からなる校内教科書選定委

員会を組織するとともに、職員に教科書の選定に当たっては、生



 

徒の実態や学校の実情を踏まえ、教科書の内容、表記など細部に

わたって比較検討し、慎重に選定業務を行うよう指示をいたしま

した。 

         ５月１８日、第１回校内教科書選定委員会において、選定方針、

選定計画、選定の手順等について共通理解を図るとともに、６月

下旬までに各教科における検討がなされ、７月５日の第２回委員

会において、使用教科書の選定理由説明が各教科からあり、了承

し、学校として評価したものでございます。そして、その結果に

つきまして、７月１９日に、千葉市教育委員会に報告しました。 

         以上がこれまでの経緯でございます。 

         それでは、次に各教科についてご説明していきますが、先ほど

委員長からございましたように、来年度変更になる教科書を中心

にご説明させていただきます。 

         まず、国語でございます。本校では今年度から国語総合におい

て、第一学習社の教科書を選択しております。年次進行に伴い、

２年生で学習する教科書でございますが、内容に加えまして継続

性も重視して、第一学習社を選定したいと考えております。 

         次に、地歴でございますが、昨年度から変更はございません。

生徒の自学自習や大学入試にも活用できることなどを評価し、こ

れらの教科書を選定しております。 

         次に、数学でございます。数学Ⅲが年次進行に伴い変更となり

ました。これで数学については全て、数研出版の教科書を選定す

ることになりました。他社に比べて応用が充実していることなど、

難易度が高く、本校生徒のレベルに合っているということから選

定をしております。 

         次に、理科でございます。教科書の改訂がありましたので、こ

の機会に改めて各社を比較し、検討したところでございます。 

         その結果、３点で変更がございます。まず、物理基礎でござい

ますが、生徒が学習する上で展望を描きやすい工夫がなされてい

るというのを評価し、実教出版のものを選定いたしました。 

         そして、生物基礎でございますが、工夫された図や写真が多く

掲載されていること、各項目の学習内容が詳細に記載されている

点や、大学入試対策に加え、野外活動に関連した記述などを評価

し、数研出版を選定いたしております。 

         そして、地学基礎は、個々の内容がわかりやすく記載されてい

る点や、発展的な学習に力を入れている点を評価し、啓林館を選



 

定しております。 

         続いて、保健体育から書道までですが、音楽と美術で変更して

おります。いずれも本校生徒の学習実態を考慮した上での選定で

ございます。 

         次に、外国語、英語でございます。コミュニケーション英語Ⅰ

につきましては、来年度、三省堂を選定しました。選定理由とし

ては、発展的な読み物が充実していること、指示文が英語で、オ

ールイングリッシュの授業にも適していることなどを評価し、選

定いたしました。 

         なお、本校ではコミュニケーション英語については、ここ数年、

毎年教科書を変えています。その理由としては、教科書の原文を

そのまま定期考査に引用することに加え、教科書を発行している

会社が多くあり、同じようなレベルの教科書が複数出版されてい

ることから使用教科書を変更しています。そして継続性の観点か

ら、同じ出版社の教科書を２年生、３年生でも使用することとし

ておりますので、コミュニケーション英語Ⅱ、それからコミュニ

ケーション英語Ⅲも、今年変わることとなります。 

         次に、情報でございますが、情報につきましても教科書の改訂

がありましたので、検討いたしました。その結果、現代の情報化

社会に関する最新の用語が多く載っていること、加えて数学で使

用している教科書と同じ会社であることから、数学と連動して内

容が深められる点などを評価して、数研出版に変更しております。 

         普通教育に関する説明は以上でございます。 

         続いて、理数教育に関する教科ですが、理数数学は変更がござ

いません。理数生物及び理数地学の２点が変更となっています。 

理数生物は生徒の学習実態と合致している点や、補足事項も充

実している点を評価し、数研出版を選定いたしました。 

         理数地学は個々の内容がわかりやすく記載されている点や、発

展的な学習に力を入れている点を評価し、啓林館を選定していま

す。 

         その他については変更はございません。 

         以上、千葉高校における平成２９年度使用の教科書図書につい

てご説明を申し上げました。よろしくお願いいたします。 

  中野委員長 それでは審議に移りますが、質問等含めまして何かございます

でしょうか。 

       明石委員どうぞ。 



 

  明 石 委 員 ２点ありまして、１点、例えば普通科で数学Ⅰとありますが、

この数研出版の数学Ⅰ、教科書は理数科でも同じなのか、どこか

違うということなのか教えてください。 

  川崎千葉高等学校長 普通科の数学Ⅰ、数研出版のものと、理数科、理数数学Ⅰ、数

研出版のものは同じ教科書になります。 

  明 石 委 員 理数科のクラスはどういう趣旨で教科書を変えているか、又は

変えていないか、その辺を教えていただきたい。一番最初の説明

では、理数科の理数については、学習の幅を広げるための工夫や

重要な科学用語の英語表記等があるということでした。そういう

理数特有のことを大事にした教科書で違いがあるのか。数学では

違いがないんだけれども、物理とか生物では違いがあるのか。そ

ういうのを説明してくれると理解しやすい。 

  川崎千葉高等学校長 科目にもよりますが、基礎的なものについては、同じ発行者を

使用しています。ＳＳＨの特色として、プログラム実施に必要な

専門的な内容等につきましては、例えば課題研究という授業の中

で、教科書プラス自分たちでネット上で調べたり、そういった活

動をしながら学習の理解を深めるようなことでございます。 

        発展的な学習について、特に理科においては学校で工夫をしなが

ら、授業を展開しているということでございます。 

  明 石 委 員 私の考えでは、ＳＳＨに入っていく４０名のクラスというのは、

教科書はなくてもいいんじゃないかと素人考えですが感じます。

だから、まだまだ基礎基本が大事なので、教科書を使ったほうが

いいのか、例の市毛君でしたか、ああいう人は、もしかしたら教

科書はないほうがいいんじゃないかとか、若しくは１年間は基礎

基本だから教科書使うんだけれども、２年、３年はなるべく教科

書を離れた自主教材をやるとか、要するにＳＳＨが何を狙うかと

いう問題で、そういうことを説明してくれると教科書の選定理由

がわかると思って質問したんです。 

  川崎千葉高等学校長 課題研究という授業の中では、特に特定の教科書は使っており

ません。市毛君の場合はステッピングモーターという、その研究

をするに当たって、物理的な見地だとか、その他の知識を総動員

しながらやりますので、特に決まった教科書というのは使わない

で、いろいろな先生のところに聞きに行ったり、発問したり質問

したりということで研究を深めているということでございます。 

  明 石 委 員 わかりました。 

         ２点目です。今、市立高校とか高校の中で、教科書を１年間で



 

最後まで使い切っているでしょうか。私の知っているところでは、

３月に最後までやらなきゃいけないから、読んでいかざるを得な

いようなところもあるということを聞いているんですけれども、

高校では、本当に授業計画どおりいって、十分教科書を使いこな

しているんでしょうか。 

  川崎千葉高等学校長 各教科でシラバスをつくり、学習指導計画をつくり、そして教

科部会を開き、進度を合わせて、教科書を中心に授業を展開して

いるということでございます。 

  明 石 委 員 シラバスはつくっているんですか。 

  川崎千葉高等学校長 つくっています。 

  明 石 委 員 ホームページでオープンしていますか。いつから高校では作っ

ているんですか。 

  植草稲毛高等学校長  シラバスは大分前からやっています。１０年以上前からです。 

  明 石 委 員 ホームページでオープンにしてくれるとわかりやすいね。それ

は知らなかった。それはすごい。大学は授業を１５回全部やらな

いとだめなのです。１５回やって１６回目にテストしなさいとい

うことになっている。 

  中野委員長 よろしいでしょうか。 

         ほかにございませんか。 

  和 田 委 員 先ほどの明石委員の質問とちょっと重なるところもあるのです

が、理数科と普通科で教科書が違っているものについてです。普

通科の物理と化学を見ると、実教出版と第一学習社で、理数科を

見ると、数研出版と実教出版になっていますが、理由を教えてく

ださい。 

  川崎千葉高等学校長 科目にもよりますが、初めて使うもの、基礎的なものについて

は同じ教科書を使っています。 

  和 田 委 員 同じ教科書というのは、この普通科のものを使っているんです

か。 

  川崎千葉高等学校長 理科でございますね。 

  和 田 委 員 はい、理科です。物理と化学。 

  和 田 委 員 発行者は違うということでいいんですよね。教科書の発行者は

理数科と普通科で、別のものを採択したいということですね。 

  川崎千葉高等学校長 はい。 

  和 田 委 員 わかりました。やはり、普通科とあえて変えているのは、理数

科に応じた難易度のものということなんでしょうか。数学に関し

ては同じだと思うんですが、理科の中でも物理と化学に関して変



 

えているということは、やはりその難易度と理数科に合わせたも

のという趣旨で選ばれているんでしょうか。  

  川崎千葉高等学校長 はい。 

  和 田 委 員 それと、あともう一点なのですが、これも確認のようなことに

なってしまうのですが、世界史とか日本史とか地理は、ＡとＢで

履修範囲が違うということだと思うんですけれども、やはりこれ

は文科系の科目については、範囲を狭めて学習するために、Ａを

選択するようになっていくんでしょうか。 

  川崎千葉高等学校長 本校では、理数科の１年生は世界史Ａを学ぶことになっていま

す。やはり理数教育の幅が広いので、どうしてもそのようになっ

ていきます。それから普通科についても、１年生においては世界

史Ａをとることになっています。 

  中野委員長 ３年生になると、もう一回世界史をやるんですか。 

  和 田 委 員 選択教科なんでしょうか。 

  川崎千葉高等学校長 ３年生の中では選択でございます。 

  中野委員長 よろしいでしょうか。 

  和 田 委 員 はい、わかりました。 

  中野委員長 それでは、ほかにはご意見等ないようですので、議案第２６号

「平成２９年度使用千葉市立千葉高等学校用教科書用図書の採択

について」を原案どおり可決したいと考えますが、いかがでしょ

うか。 

             （「異議なし」の声あり） 

  中野委員長 ご異議ないようですので、原案どおり可決といたします。 

 

議案第２７号 平成２９年度使用千葉市立稲毛高等学校用教科用図書の採択について 

  中野委員長 稲毛高等学校長、説明をお願いいたします。 

植草稲毛高等学校長 稲毛高等学校の植草でございます。よろしくお願いいたします。 

本校も市立千葉高校と同様に、平成２９年度使用教科書図書選

定理由書で説明させていただきます。 

         まず、稲毛高校の選定の方針でございます。本校生徒の実態及

び課題ですが、本校の教育目的・目標であります「豊かな国際感

覚を身に付けた真の国際人を育成する」がございますので、当然、

教科書選定についても、そこを大きく考えた上で選定していくと

いうのを本校の基本としてます。 

         課題に掲げてありますが、本校では始業前に朝学習を行ってお

ります。この中で高校１、２年生については、それぞれ職員があ



 

る程度課題を出しますけれども、３年生になりますと、進路を踏

まえて自学自習をするということを行わせます。ですから、こち

らでまず自習ができる教材、教科書も予習復習がきちんとできる

システムになっている教科書というものを選びたいということを

考えております。 

         続いて、本校に求められる教科用図書の特色でございますが、

普通科のところに掲げていますが、これは国際教養科とも重なる

ところです。各教科書ともできる限りデータ、図、写真等がバラ

ンスよく掲載されているもの、これをなるべく本校で採用するよ

うに考えております。 

         なぜかというと、今の新しい学力の考え方の一つであります知

識、技能だけではなく、その知識、技能を使って思考力、判断力、

表現力を養うというような形、それとあわせまして、大学入試も

そういった問題が非常に増えている、つまりデータや表、写真等

を読み解いていく力、こういったものが非常に重要になってきて

います。したがって、できる限りそういった内容をきちんと網羅

されている教科書というものを取り上げたいというふうに思って

おります。 

         また、英語については、稲毛高校は非常に先進的な英語に取り

組んでおります。特に、ネイティブの教員は５人配置していただ

いておりますので、そのネイティブをいかに活用できるかという

視点で、教科書を選ばせていただいております。 

         国際教養科はさらに、その稲毛高校の特色を大きく代表すると

ころでございます。ただ、教科書自体は、英語については普通科

と同じものを使っております。授業内容については、その教科書

を使いまして、ディベートとかプレゼンテーションをかなり多く

取り入れるような、まさに使える英語というものを教育できるよ

うなシステムをとっております。ですから、教科書は共通のもの

ですけれども、授業内容はかなり違ってくるということです。 

         次に、教科書選定の基準を４点記載しておりますが、これは今

まで説明したものと重複しますので、省略させていただきます。 

         続きまして、本校の教科用図書の選定計画でございます。 

         夏休み前までに４回の教科書選定委員会を実施するとともに、

職員会議等で職員に教科書選定の公平性をきちんと担保できるよ

うに、同時に、説明責任をきちんと果たせるように、教科書を選

定するよう話をしています。こちらも、ほぼ市立千葉高校と同様



 

ですので、省略させていただきます。 

         続きまして、各教科書について説明いたします。まず、国語の

国語総合でございます。こちらは必修科目になりますが、今まで

の東京書籍から筑摩書房に変わっております。内容的には非常に

オーソドックスな配列ということで、国語の文章力がきちんと鍛

えられるような形になっているということになります。国語総合

は必履修科目ですので、こちらは基礎から発展まで網羅した、基

礎力が定着できるような、教科書を選ばせていただいています。 

         続きまして、古典Ａになります。こちらも教育出版から今年度、

第一書籍に変えさせていただきました。この教科書は扱う古文の

内容が物語、随筆、日記、和歌等、また漢文についても故事成語

から史伝、その他思想のところに至るまで非常に多彩なジャンル

ですので、本校の場合受験を意識しますと、その辺が総合的に扱

われている教科書が適切であると考えます。 

         補足ですけれども、国語は先ほど市立千葉高校でもありました

ように、できる限り多くの文章を生徒に触れさせるということで、

積極的に教科書を変えていくことが多い教科でございます。 

         社会科については、昨年度と同様になります。数学も同様でご

ざいます。 

         続いて理科ですが、化学基礎、こちらが今年度、第一書籍から

啓林館に変わっております。先ほど説明した中でもありましたよ

うに、図や、実験の中身等、これがわかりやすく説明されている。

また、図を見ながらきちんと生徒が勉強していき、なおかつ、そ

こから発展していくことができるということで、こちらの教科書

を選ばせていただきました。 

         続きまして、英語になります。英語表現にいいずな書店という

教科書会社の図書が導入されます。こちらは、導入から定着、発

展という、ユニットが非常にきちんとされていると考えます。先

ほどありましたように、本校ではとにかくディベートですとかプ

レゼンといった、表現力を鍛えるのに力を入れておりますので、

この教科書はそれに適しております。 

         先ほども申し上げましたように、英語については本校は、国際

教養科と普通科では同じ教科書を使っています。ただ、授業内容

は大分違っているということになります。 

         以上、簡単ですけれども説明を終わらせていただきます。 

  中野委員長 それでは審議に移りますが、質問等を含めまして何かございま



 

すでしょうか。 

  明 石 委 員 ２点ありまして、１点目。ご説明では、普通科と国際教養科で

は英語の教科書は同じものを使っているということですが、科目

を見ると英語表現は同じでも、普通科はコミュニケーション英語

Ⅰ、Ⅱ、Ⅲで、国際教養は総合英語になっているんです。なぜ同

じ教科書を使っているのに、科目の名前が違うんでしょうか。 

  植草稲毛高等学校長 国際教養科は、英語がほかの普通科よりも多く時間設定をして

いるのと、学校設定科目というのがあります。例えば、地域研究

などがあたります。これは地理の教科書を使っていますが、英語

を取り入れながら学習を進めることで、国際教養科特有の教科と

なります。その分、例えば数学などが少し減っているという形に

なります。ですから、その関係で教科名が違ってきますが、同じ

教科書を使うということになります。 

  明 石 委 員 ２つ目は、ネイティブの先生が５人いらっしゃいますけれども、

その先生方はこの教科書をどういうふうに使って授業されている

のか、もし実態がわかれば教えてもらえますか。 

  植草稲毛高等学校長 県立高校ですとＡＬＴ、ネイティブの先生の使い方というのは

非常に縛りがあります。例えば、日本人の先生とティーム・ティ

ーチングをやる際に、契約の関係上両者でかけ合いというのがで

きません。ところが本校にいるネイティブの先生は、千葉市の取

り組みで臨時の教員免許を、つまり日本の教員免許を取ってもら

っていますので、ネイティブの先生が単独で授業を行うことも可

能です。 

         国際教養科に至っては、ネイティブの同士ティーム・ティーチ

ングも可能ですし、オールイングリッシュはもちろんですけれど

も、ネイティブの先生が２人入って授業をかけ合いで行うなど、

より実践的な方法で行っています。 

  明 石 委 員 そうすると、この日本の教科書を使いながらも、オーラルの英

語でかけ合いでやっているんですね。 

  植草稲毛高等学校長 そうです。 

  明 石 委 員 言うならば、稲毛高校では３つの英語授業スタイルがあるんで

すね。普通科の英語授業スタイルと、国際教養科の英語スタイル

と、ネイティブが入ったスタイルということですね。 

  植草稲毛高等学校長 日本人の教員もオールイングリッシュでやっていますが、ネイ

ティブほどの発音ではないとか、当意即妙というのはちょっとで

きないかもしれませんが、今おっしゃったようにいろいろなパタ



 

ーンがあるということです。 

  明 石 委 員 こういうのをホームページでアピールすると、もっといいです

ね。すごい、知らなかった。ネイティブの先生がかけ合いでやっ

てくれるとは知らなかった。 

         ありがとうございました。 

  中野委員長 ほかに何か。 

  小 西 委 員 １点、市立千葉高校では、選定理由のところに、継続性を重視

というようなことが書かれているんですけれども、稲毛高校では

前年度との継続性というのは、どういうふうになっていますか。 

  植草稲毛高等学校長 教科の特性で、どうしても継続しなければいけないものがある

と思います。例えば音楽ですと、音楽Ⅰ、Ⅱというふうに進みま

す。その際、音楽Ⅰで変更した教科書会社を系統性を踏まえ音楽

Ⅱでも使用しています。このように教科の特性として、継続する

ことが必要なものがあります。 

         一方で、先ほど言ったように、特に国語などはできる限りいろ

いろな文章を生徒に触れさせたいということで、教科書を変更す

るようにしています。 

  中野委員長 よろしいでしょうか。 

  内 山 委 員 現実の問題として、受験ということが当人にとっては非常に重

要な問題になってきますよね。そうしますと、教科書中心にやっ

ていくのか、あるいはもっと上の学校に行きたい生徒に関しては、

副教材を強化するというような、めり張りといいましょうか、そ

の辺はどうでしょうか。 

  植草稲毛高等学校長 高校の教科書というのは、ある程度レベルに差があります。同

じ英語の教科書でも、高レベルと言いますか、受験を中心の高校

がよく使う教科書と、英語が中学校時代に得意じゃなかった生徒

が使うような教科書というようにレベルに違いがあります。 

         当然本校、千葉高校もそうだと思いますけれども、受験生が多

いので、トップレベルの教科書の中から選ばせていただくことに

なります。その中でさらに発展的な学習ができる教科書が求めら

れるとともに学校の特色であるディベートやプレゼンテーション

といったものが使える教科書などを選んでおります。 

  中野委員長 よろしいでしょうか。 

  和 田 委 員 すみません、ちょっと細かいことで恐縮なのですが、先ほど校

長先生からもご説明ありましたが、普通科と国際教養科の英語表

現で、今回いいずな書店という発行者の教科書を選定されたこと



 

の理由もお話しいただいたんですが、結構ユニークな教科書なん

でしょうか。何か特色のあるような教科書ですか。 

  植草稲毛高等学校長 英語の教員が言うところでは、いわゆるスモールトークという

形があって、長い文章をだらだらというのではなく、コンパクト

に生徒たちが発言をするという意味で、短文ですとか、パラグラ

フのようなものをどんどん言えるような設定になっているのと、

しっかりグラマーもやりつつ表現力を鍛えられる教科書だと聞い

ています。もちろん今までの啓林館というのは、やはりトップレ

ベルの学校でよく使う教科書だったのですが、これと比べても非

常に良いもので、そこに選定の理由があります。 

  和 田 委 員 この教科書を１年間使ってみて、生徒たちがどういった成長を

していくかということで、来年度以降もまた選んでいくというこ

とになりますね。 

  植草稲毛高等学校長 はい、おっしゃるとおりだと思います。また校内で検証してい

く必要があると思います。 

和 田 委 員 わかりました。ありがとうございます。 

中野委員長 よろしいでしょうか。      

         では、ほかにはご質問はないようですので、議案第２７号「平

成２９年度使用千葉市立稲毛高等学校用教科用図書の採択につい

て」を原案どおり可決したいと考えますが、いかがでしょうか。 

             （「異議なし」の声あり） 

  中野委員長 ご異議ないようですので、原案どおり可決といたします。 

 

議案第２８号 平成２９年度使用学校教育法附則第９条の規定による教科用図書の採択について  

  中野委員長 教育次長、説明をお願いいたします。 

  森教育次長 議案第２８号「平成２９年度使用学校教育法附則第９条の規定

による教科用図書の採択」につきまして、千葉市教育委員会組織

規則第８条第１０号の規定により、議決を求めるものであります。 

         学校教育法附則第９条の規定による教科用図書につきましては、

専門調査員を３名任命し、その調査結果の報告をもとに、７月２

２日に選定委員会を開催し、協議の上、選定結果をまとめたもの

でございます。 

         その内容につきましては、指導課長より説明を申し上げます。 

  中野委員長 では、指導課長、お願いいたします。 

  福本指導課長 それでは、議案２８号について、説明いたします。 

         なお、本日、参考資料としまして、学校教育法及び平成２９年



 

度使用学校教育法附則第９条の規定により作成しました教科用図

書の調査研究報告書を添えてございますので、それもあわせてご

覧いただければと思います。 

今回、採択をお願いします特別支援教育用の図書は、平成２９

年度使用学校教育法附則第９条の規定による教科用図書でござい

ます。そして義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法

律により、平成２９年度、児童生徒が使用するものでございます。 

        それでは、選定結果について、ご報告いたします。 

特別支援学校及び小中学校の特別支援学級に在籍する児童生徒

の教科用図書については、文部科学省検定済み教科用図書及び文

部科学省著作教科用図書の当該学年用を使用することが原則とな

っておりますが、児童生徒の実態により適切でない場合には、学

校教育法附則第９条により一般図書を選定することができます。 

         まず、視覚障害者用の教科用図書につきましては、千葉市立の

特別支援学校及び特別支援学級の児童生徒の該当者はございませ

ん。通常の学級の中に拡大教科用図書を使用している児童は８名

おりますが、ここに該当する児童生徒はいません。 

         千葉市立の特別支援学校及び特別支援学級で学ぶ児童生徒の多

くは、知的障害があります。児童生徒一人一人の発達段階がさま

ざまであることと、障害の特性も多様であることから、できるだ

け児童生徒の実態に対応できるようにするため、文部科学省検定

済み教科用図書、文部科学省著作の特別支援学校用教科用図書と

あわせて、学校教育法附則第９条の規定による一般図書を採択し

ていただきたいと考えております。 

         学校教育法附則第９条の規定による一般図書の観点については、

「特別支援学級・特別支援学校用の観点」をご覧ください。 

         まず、内容につきましては、（１）障害の状態や発達の段階及

び特性への配慮や工夫、（２）、日常生活との関連、（３）、教

材の分量、（４）、学習を促す教材の配慮、この４つの点から、

また、組織・配列につきましては、（１）発達に即した系統性、

（２）学習活動上の便宜の２つの観点から、表現につきましては

（１）発達の段階及び特性への配慮、（２）表記・表現、（３）

意匠の３つの観点から、造本につきましては、（１）素材、（２）

障害の状態への配慮、（３）扱いやすさ、これら３つの観点から

報告書を作成してございます。 

         続いて、先ほどの議案第２８号と同様の資料でございますが、



 

千葉県教育委員会から示された一般図書の一覧に、千葉市で採択を

希望する教科用図書を右端に示したものです。 

        左側の備考欄の※印は、今年度新たに県から示された図書です。

一番右側の丸印、また二重丸の印につきましては、２９年度、本

市で採択を希望する図書です。丸につきましては、昨年度に引き

続き、二重丸につきましては、今年度新たに希望する図書です。 

         では、学校教育法附則第９条の規定による教科用図書、合計１

２８冊について報告をさせていただきます。 

         まず、初めに国語について報告をいたします。県教育委員会か

ら４４冊が示されました。そのうち千葉市では３４冊を選びまし

た。昨年度からの継続して選んだ図書は３３冊になります。指導

の継続性や児童生徒に親しまれている図書が多いためです。 

         新規に選んだ図書は、今回、県教育委員会で選定された図書１

冊です。「ぐりとぐらの絵本 ぐりとぐらの１ねんかん」でござ

います。１月から１２月の各月と行事・季節を対応させた内容で

あるとともに、生活に身近な場面が取り上げられていて、親しみ

やすく、生活科の学習にも活用することができます。また、リズ

ミカルな文章で書かれており、読み聞かせにも適しております。 

         国語につきましては以上でございます。 

         続いて、算数・数学について報告いたします。県教育委員会か

らは２７冊が示されましたが、そのうち千葉市では１７冊を選び

ました。昨年度から継続して選んだ図書は１６冊です。指導の継

続性や児童生徒に親しまれている図書が多いためです。 

         新規に選んだ図書は、今回、県教育委員会で選定された図書１

冊です。「ひとりだちするための算数・数学」です。実生活に即

したテーマごとに配列され、学習しやすいように工夫されていま

す。また、操作活動や体験を通して学べる内容にもなっています。 

         算数・数学につきましては以上でございます。 

         続いて、生活・社会についての報告をいたします。県教育委員

会から３２冊が示されましたが、そのうち２５冊を選びました。

昨年度から継続して選んだ図書は２１冊です。指導の継続性や児

童生徒に親しまれている図書が多いためです。 

         新規に選んだ図書は、今回、県教育委員会で選定された図書４

冊です。１冊目は「はっけんずかん のりもの改訂版」です。い

ろいろな乗り物の種類や特徴がわかりやすく説明されています。

また、絵の中の扉を開くと、具体的な乗り物の様子がわかるよう



 

に工夫されています。 

        ２冊目は「あそびのおうさまずかん１ からだ増補改訂」です。

イラストや写真が多く、体の部位の名称や、その役目や体の仕組

みがわかりやすく説明されています。 

        ３冊目は「５訂版 歌はともだち」です。さまざまなジャンルの

曲が１４７曲取り上げられております。また、簡単な曲から合唱

や合奏に対応した楽譜が取り上げられており、児童生徒の実態に

応じて活用できるようになっています。 

        ４冊目は「くらしに役立つ理科」です。体の仕組みから始まり、

段階的に身近な暮らしや産業について学習できるように工夫され

ています。また、他教科や生活単元学習、産業現場等における実

習でも活用できるようになっています。 

         生活・社会については以上です。 

         続いて、職業・家庭について報告します。県教育委員会からは

１９冊示されましたが、そのうち１５冊を選びました。昨年度か

ら継続して選んだ図書は、１３冊です。指導の継続性や児童生徒

に親しまれている図書が多いためです。 

         新規に選んだ図書は、今回、県教育委員会で選定された図書２

冊となります。１冊目は「はじめてのこうさくあそび」です。身

近な素材を利用し、簡単につくることができて遊びに利用できる

ものが取り上げられています。また、工作の手順がイラストと文

でわかりやすく説明されています。 

        ２冊目は「しごとば」になります。日常に接する機会のある９つ

の職種について、見開きで仕事場、道具、内容を絵と文字で示し

てあり、仕事がイメージしやすいように工夫されております。 

         職業・家庭については以上です。 

         最後は外国語になります。県教育委員会からは６冊示されまし

たが、そのうち全て選びました。昨年度から継続して選んだ図書

は、６冊になります。指導の継続性や児童生徒に親しまれている

図書が多いためです。 

         新規に選んだ図書は、今年度、県教育委員会で選定された図書

がなかったためございません。 

         外国語につきましては以上でございます。 

         以上の報告から、本市においては学校教育法附則第９条の規定

による教科用図書、合計１２８冊のうち９７冊の採択を希望いた

します。 



 

         なお、最後になりますが、千葉市立高等特別支援学校及び千葉

市立養護学校高等部において、次年度新たに採択を希望する教科

用図書はありません。両校の実情に応じて、ここに示した一般図

書一覧の中より、必要な図書を選ぶことが可能となっております。 

         説明は以上でございます。 

  中野委員長 ありがとうございました。 

         それでは審議に移りますが、質問等を含めまして何かございま

すでしょうか。 

         よろしいでしょうか。 

         それでは、ご質問もないようですので、議案第２８号「平成２

９年度使用学校教育法附則第９条の規定による教科用図書の採択

について」を原案どおり可決したいと考えますが、いかがでしょ

うか。 

             （「異議なし」の声あり） 

  中野委員長 ご異議ないようですので、原案どおり可決とします。 

         以上で本日の議事日程記載の案件に係る審議が終了しました。 

 

７その他 

 (1) 平成２８年第８回定例会は、平成２８年８月２５日（木）午後２時より開催

することが決定した。 

 

８閉会 

  中野委員長より閉会を宣言 


